
 

オートショック AEDロゴマーク 

（画像提供：JEITA 一般社団法人電子情報技術産業協会） 

電気ショックボタンがなく、電気ショックが必要なときに 

自動で電気ショックを実行する AED 

令和３年７月に厚労省に認可され、電気ショックボタンがないＡＥＤの販売が開始されました。 

電気ショックが必要な状態の人には、少しでも早く電気ショックを実行することが重要です。 

オートショック AED は、電気ショックボタンを押さなくても自動で電気ショックを実行するため、

電気ショック実行までの時間短縮が期待されます。 

心肺蘇生法を実施 
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〇AEDが到着したらオートショックAEDか

どうか確認する。 

〇AEＤの使用方法は、ショックボタンの

有無以外は従来の AED と変わらない。 

〇AEDの音声メッセージをよく聞く。 

〇自動で電気ショックを実行するため、 

感電に注意する。 


